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はじめに 
私たちが暮らす日本そして守谷の10年後の未来はどうなっていると思いますか。 

守谷で子どもたちが大きくなって大人になって、そのときまちが変わらずにあってほしいこと、

変わっていくべきことを考えてみました。 

この計画では、守谷で暮らす私たちの未来像を描き、そこに向かっていくために、私たちが行

動すること、手を取り合って助け合うことを示します。 

 

 

 

 

 

 

  

 

文言は、基本計画まで策定後に確定。 

Ｒ３.４.２８ 

資料 No.２ 

第三次守谷市総合計画 基本構想（案） 
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１ 計画の概要 
１ 計画の趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２ 計画の構成と期間 

総合計画は、基本構想、基本計画、実施計画の 3 段階で構成されており、この構成の中に、

人口ビジョン及び総合戦略としての重点プロジェクトを盛り込んでいます。 

計画期間は、令和 4 年度を初年度とし、令和 13 年度を目標年次とする 10 年間とします。 

▼計画の構成 

 

 

 

 

 

 

 

▼計画の期間 
 R４ R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 

基本構想           

基本計画           

重点プロジェクト           

第三次守谷市総合計画 

実施計画 

第 3 期 

守谷市は、平成 24 年 3 月に第二次守谷市総合計画を策定し、「緑きらめき 人が輝く 絆

つなぐまち もりや」の実現を目指し、様々な施策に取り組んできました。 

第二次計画策定以降、わが国の人口が減少に転じたことを受け、平成 27 年には、令和 42

年時点での 1 億人の人口確保、人口減少克服と地方創生による活力ある日本社会維持を目指

して、全都道府県及び市町村において「地方人口ビジョン」、「地方版総合戦略」が策定され

ました。 

守谷市においても、人口に関する目指すべき将来の方向と将来展望を示した「守谷市人口

ビジョン（以下「人口ビジョン」という。）」と、これを実現するための計画として具体的な

取組をまとめた「守谷市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下、「総合戦略」という。）」を

策定し、『「住まう」まち・守谷』を基本方針に掲げ各種施策を展開してきました。 

この間の社会情勢の変化等へ対応し私たちが取り組んできたまちづくりを振り返り、誰一

人取り残さない持続可能な社会の実現を目指す SDGs の達成を見据えつつ、市民と行政が守

谷市の未来の姿を共有して新しい時代をともにつくっていくための指針として、ここに総合

戦略を包含した第三次守谷市総合計画（以下「総合計画」という。）を策定しました。 

第 2 期 

基本構想 

基本計画 

 
 

 

守谷市人口ビジョン 

［重点プロジェクト］ 

守谷市まち・ひと・
しごと創生総合戦略 
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２ 計画策定の背景 
 

 

  

 
「道路網や公共交通などの都市基盤と､緑や自然環境と調和

した街並みが両立し快適に暮らせる環境だから」 
 

「住みよい」と思う理由 第 1 位 

 地形にめぐまれた安全なまち 

▲守谷市の位置 

都心に近く自然に囲まれたまち 

人口は増加基調、活力あるまち 

市民アンケートでは約７割が「住みよい」と回答しています 

▲守谷の住み心地 ▲守谷市を「住みよい」と思う理由（複数回答） 

守谷市は、豊かな自然を残しながら、東京都

心へ約 30 分でアクセス可能な地理的優位性を

有しています。 

守谷市の人口は年々増加しており、平成 27 年

時点で 64,753 人。ただし高齢化が進んでおり、

生産年齢人口は停滞傾向にあります。 

守谷市は、利根川、⿁怒川、小貝川に囲まれ台地の中心部に向かって谷津が形成され、

まちを取り囲むように斜面林が連なり、豊かな水辺と緑に恵まれたまちです。この元来の

地形を生かし台地上に市街地が立地した都市構造により、災害リスクが低く安全なまち

です。 

守谷市はこんなまちです 

出典：「施策の満足度、重要度等についての市民アンケート」令和 2 年 10 月～11 月実施 
回答者数：1,401 票（回答率 46. 7％） 
※四捨五入の関係で合計が 100 とならない場合があります 

国勢調査結果により
更新予定 



4 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

守谷市をとりまく社会環境の変化からみた 
まちづくりの方向性 

さまざまな危機に備えることができ
る安全安心で強靭な社会の実現 

超スマート社会の到来に向けたデ
ジタル技術活用の推進 

住民が主役の自立した地域づくり
による質の高い生活の確保 

人口減少社会においても若い世
代に住みたいまちとして選ばれ続け
る魅力づくり 



 

 

5 

 

３ 守谷が目指す未来像 

（仮）守谷がわたしのパワースポット 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしは子どもたちの未来に約束します 

 
 

近所に子育て世帯がたくさん移り住んできて自治会活動も盛ん。公民館では若々しい高齢者が暮らしに役立つデジタル技術を学ぶ講座やすべての世代の交流の機会も多い。守谷の玄関口である駅前には
自動運転バスが走り、タッチパネルで行き先と時刻表を確認できる。学校帰りの学生が芝生広場でおしゃべりしていてにぎやか。豊かな自然をうまく活用して楽しむし、防災にも役立てている。 
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４ 未来像の実現に向けて 
（1）守谷市の未来像を実現するための 3 つの柱と基本方針 

“ひとが主役”の守谷市の未来像は、下に示す３つの柱とその基本方針のもとに各種施策を展開すること

で、具現化していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）SDGs と総合戦略の推進（重点プロジェクト） 

国際的な目標である SDGs に向けて守谷市の特性を踏まえた取組を統合的に進めていくことで、本計画

の重点プロジェクトである総合戦略の目標の実現につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs の推進 

重点プロジェクト [守谷市まち・ひと・しごと創生総合戦略] 

もりや版 SDGs の推進を通じて地方創生の目標を実現 
 

 

SDGs の推進 
[重点プロジェクト] 守谷市まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進 
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守谷市の未来像の実現 

(仮）守谷がわたしのパワースポット 

第 2 期総合戦略確定
後差し替え 
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５ 将来指標 
1 将来人口の設定 

守谷市の未来像「仮）守谷がわたしのパワースポット」を実現し将来にわたって自立し

た持続可能なまちであるためには、若者の流出の抑制や、「住まう場」として選ばれるため

の戦略的な施策を展開することで、令和 13 年時点での人口を●●人と設定します。 

（1）人口と世帯 

守谷市の人口は、令和 3 年 4 月 1 日現在、6.9 万人であり、世帯数は 2.8 万世帯です。1

世帯当たりの世帯人員は 2.4 人と減少傾向です。令和 13 年時点では、・・・。 

 

（2）年齢構成 

守谷市における年齢構成は、令和 3 年 4 月 1 日現在、年少人口（14 歳以下）1.0 万人、

生産年齢人口（15～64 歳）4.2 万人、老年人口（65 歳以上）1.6 万人です。令和 13 年時点

では、年少人口割合●●％、生産人口割合●●％と・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

常住人口・世帯数・世帯人員の推移 

65,823 66,598 67,222 68,321 69,066

25,739 26,364 26,946 27,714 28,414

2.6 2.5 2.5 2.5 2.4

1.0

1.4

1.8

2.2

2.6

3.0

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

（
世
帯
人
員
・
人
／
戸
）

（
人
口
・
人
）
（
世
帯
数
・
戸
）

総人口 世帯数 1世帯当たり人員 資料：企画課 

年齢 3 区分別人口推移 

10,466 10,465 10,440 10,465 10,482

42,041 42,147 42,267 42,792 41,919

13,823 14,493 15,022 15,571 16,027
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（人）

（66,330人）（67,105人）（67,729人）（68,828人）（68,428人）

資料：企画課 
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２ 財政の見通し 

令和 13 年までの財政見通しについて、将来人口を踏まえて推計しました。 

（1）決算額の推移 

各年度の歳入歳出決算額については、歳入の増加傾向であり、令和元年度の実質収支額

は 11.9 億円です。 

 

（2）財政力指数等の推移 

財政力指数は、人口の増加等に伴う税収増により、確実に向上してきました。 

 

（3）歳入・歳出の見通し 

（財政見通しの集計後、掲載） 
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財政力指数・経常収支比率の推移 

22.4 22.5 21.0 22.1 23.3

20.5 21.7 19.8 18.8 19.6

12.3 12.8 10.7 9.6 8.7
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財政力指数（3箇年平均） 財政力指数（単年度）

（89.9％） （91.3％） （84.3％） （83.2％） （84.9％）

資料：財政課 

人口見通しと連動させ、作成 
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６ 土地利用 
（1）土地利用の基本方針 

守谷市の市域面積は 3,571ha（35.71ｋ㎡）で，市街化区域面積が 985ha（27.6％），市街

化調整区域が 2,586ha（72.4％）となっており，首都圏近郊にありながら自然豊かな環境を

維持してきました。 

将来に向けた土地利用については、水と緑の環境と豊かな歴史風土を残し活用するとと

もに、進行する市街化と近い将来に訪れる高齢化に対応しつつ均衡のとれた適正な配置と

なるよう、総合的かつ計画的に誘導していきます。 

 

（2）土地利用の類型と配置方針 

土地利用の基本方針に基づき、将来の土地利用を下のように区分して配置します。 

 

▼土地利用の区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○計画開発住居系エリア  ○一般住居系エリア      ○中心商業業務エリア 

○近隣サービス商業エリア  ○沿道複合市街地エリア    ○工業・流通系エリア 

○複合用途系エリア    ○集落環境保全エリア     ○農用地エリア  

○大規模公園・緑地等   ○一団の緑地保全ゾーン     ○河川及び調節池 

○農業環境と調和する複合産業土地利用ゾーン 
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